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荻生徂徠の市民社会(政 談)

オ ロ フ ・ リ デ ィ ソ

要 旨:荻 生徂 徠(1666-1728)は 、60歳 位 の ときに、彼 の傑 作 一政 談"PoliticalDiscussions"

一 を書 き、 この 中で、 徳川社 会 に対 す る彼 の意 見 を示 し、社 会 を よ り良 くす るた め の、 多 くの

改革 を提 案 した。 経済 学"PoliticalEconomy"に お いて、 これ は享 保時 代(1716-36)の 重要

な書 物 であ った。

徂 徠 は、 〈政談 〉第1巻 の最初 で 、す で に、 「総 じて国 の治 と云 は、譬 へ ば碁 盤 め 目を盛 るが

如 し。 目を盛 ざる碁盤 にて は、 何程 の上 手 にて も碁 は打た れ ぬ也」 と表 現 して い る。

彼 は、制 度"system"を 、碁盤 とい う比 喩 を使 って イ メ ー ジ し、 この制 度 は、 徳 川社 会 を う

ま く整 え られた 区画 に分割 す る とい うもの であ る。〈政 談 〉 の第1巻 は、 この碁盤 が基 礎 とな

って いて、 そ の基礎 の上 に、後 に続 く第2、 第3、 第4巻 が築 かれ て い る。徂 徠 の考 え方 は、

新 し く正 しい秩 序 のあ る、新 しい封 建制 度 で あった。 しか し、 再建 が な され る前 に、 碁盤 は描

かれ枠組 され なけれ ぽな らな か った。 同 じ く く政 談〉第1巻 の 中 で、「… …碁 は如何 様 に も打

た るべ き也 」 と言 って い る。

貧 困か ら、政 治的 無秩 序 が引 き起 こ され るとい う事 が 、彼 が中 国 と 日本 の歴史 を長 い間勉 強

し、60年 間 を生 きた後 の結論 だ った。 富裕 が、 国家 を存続 させ る一 方 で、貧 困 は国家 の堕 落 を

意 味 す る。3代 の 中国 で は、 国 の秩 序 が しっ か りして いた ので、 貧 困 は現 れ ず、 そ の 時 代 は

500年 以上続 いた。徂 徠 は、正 しい制 度 が あ れ ば、 徳川 社会 も豊 か に な り、 永 く存続 す る と考

えてい る。 この よ うな考 えを もって、 彼 は この傑 作 を書 き、 そ の中 で悲 しむべ き状況 を描 き、

将 軍吉 宗 に、 多 くの政治 的改 革 と、経 済 的改革 を提 案 して い る。

この論文 で は最後 に、徂徠 が正 しい と考 えた碁 盤 の上 の秩 序 と、 同 じ頃 に ヨーロ ッパ で発 展

した秩 序 とを比 較 す る。

マ ク ロの草 紙

(「開かれた作品」 としての 『枕草子』)

ツ ベ タ ナ ・ク リス テ ヴ ァ

要 旨:こ の論 文 は、清 少納 言 の 『枕 草子 』 の面 白 さを追 究 した もの で ある。 その出 発点 とな っ

てい るの は、 テキ・ス トの跋 文 に出 て くる 「をか し」 と 「た はぶ れ」 の二 つの キ ー ・ワー ドで あ

る。「をか し」 とい うの は、清 少納 言 の美 学 的 な価 値 観 を象徴 してい る とと もに、読 者 を テ キ

ス トに 「招 きよせた い」 とい う作者 の執筆 のス トラテジ ーの意味 もは らんで い る よ うに思わ れ

る。一 方、 「た はぶれ 」 とい うの は、歌 枕 や掛詞 や 縁語 な どの 当時 の詩 学 の カテ ゴ リーを表 し

なが ら、時代 を超 え る 「あそ び」 の方法 で もあ る と思 え る。付 け加 える と、 この あそ びが 当時

の言葉 づ かい の表 面 に と どま らず、 そ の意味 の深 層を つ らぬ くメタポ エテ ィックであ る ので、

意 味 を生 じ る言葉 のはた らき として、平 安朝 の詩学 を知 らな い現 代 の読者 に さえ も、 それ を十

分 に楽 しめ る結 果 を もた らして い るの で る。 あ るい は、 「た はぶ れ 」的 に言 えば、 『枕 草子 』

は、 当 時 の詩 学 に閉 じ こ も った 「真 っ暗 の草 紙」 と い うよ り も、普 遍 性 を 持 つ 「マ ク ロ
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(macro)の 草 紙」 の よ うに見 えて くる。

『枕草 子』 の以 上 の よ うな特徴 は ウンベル ト・エ ー コの 「開 かれた 作品」(operaaperta)の

概 念 を連想 させ る。 つ ま り、 「作 者 は享 受者 に完 成 さ るべ き作 品 を提示 す る」 とい う概念 で あ

る。 しか しなが ら、西 洋 の文化 と文学 を背 景 に開 かれ て い るエー コの概念 は、 現代 文学 に集 中

して、 それ以 前 の作 品 を取 り扱 ってい な い。 一 方、挙 げ られ た音 楽 の作 品 の方 が、 『枕 草子 』

との共 通点 を持 ってい る よ うに思わ れ る。

以上 の よ うな 「パ ラ ド ック ス」 が、 「表現 、 な い し表 情 向 きの文化 」 と 「内容 、 ない し コソ

セ プ ト向 きの文化 」 との 問題 に関連 して い る ことを論 じ、 次 に 「表情 向 きの文 化」 と して の平

安 朝文化 の特 徴 に簡単 に触 れ る。 それ は、 エ ー コの 「開か れた作 品」 の概 念 を一層 開 こ うとす

る試み で もあ る。

次 に、 『枕 草子 』 を 「段 」 的 に読 み な が ら、 そ れ らの読者 へ の 「開 き方 」 を段 階 的 に取 り扱

う。つ ま り、 「は」段 に おけ る 厂名 づ け る」 行為 とス トー リーを語 る名 の こと、「もの」 段 に お

け る読 者 を ま き こむ よ うな 「波 の語 り」 の こ と、 エ ッセ イ的 な段 に お け る 「見 立 て」 と 「ず

れ 」 のあそ びの こと、 日記 的 な段 の 「謎 の ゲー ム」 と して の構造 の こと等 で あ る。 そ の視 点 か

ら、清少 納言 の歌 の問題 に触 れ て、歌 も清 少納 言 のデ ィスク ールに表 れ てい る、詩 的言 語へ の

行 動的 な態度 の結 果 であ る と論 じる。

最後 には、 『枕草 子』 の分 類的 な伝 本 と雑 纂 的 な伝本 との対立 を取 り上 げ て、 それ を調 和 さ

せ よ うとす る。つ ま り、 「完 成 させ るべ き作 品」 とし ての 『枕草 子』 の テ キ ス ト自体 が異 な っ

た伝 本 の発生 を条件 とす るので あ り、 また 、 ア ーサ ー ・ウエ イ リーの解釈 的 な英語訳 も、 その

異 な った 「読 み」 のつ なが りの一 つ であ る、 と論 じ る。

鎌倉幕府形成における宗教
東鑑を通して

マ ー テ ィ ソ ・ コ ル カ ッ ト

要旨:源 頼朝は政治の天才としてよく知られているが、精神的宗教的生活はあまり知られてい

ない。この論文で源平合戦と鎌倉幕府の設立を通しての頼朝の宗教的態度に焦点を当ててみた

いと思 う。頼朝は八幡信仰だけでなく観音、法華経にも信仰が厚かった。鎌倉幕府と町として

の鎌倉を作った時、頼朝は精神面を念頭に置いた。鶴岡八幡宮、勝長寿院、永福寺、持仏堂な

どを建てた動機には政治面と同時に宗教的なものもかなりあったと思われる。頼朝の軍事およ

び政治的活動を把握するためには彼の宗教的関心も捕えなければならない。

粟散辺土から仏国へ と変容 した日本

ウ ィ リ ー ・ ヴ ァ ン ド ゥ ワ ラ

小論は、中世 日本仏教界に於ける世界観の幾つかの特徴を考察することを試みたものであ

る。地上地理観と宇宙地理観とを区別する一方、又他方では双方が密接な関係にあることを論

証する。
コンテキスト

大 陸文 化 の伝来 に よって、 日本 人 は二 つの異 な った文 脈 と接 触 した ので あ る。そ の一 つ は、

中国の世 界観 、 と りわ け中国 を中心 にす えた 中華 的地理 観 で あ り、 も う一 つ は、仏 典 に基づ い

た宗 教 的世界 観 であ った。 後者 は、 時空 の両 次元 に於 い て最 も広 大無 辺 な もの であ り、綿密 な
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宇宙論 とい っ て も過言 で は ない。 これ らの大 陸伝 来 の世界観 を背景 に 日本人 は、 日本 を その広

大 な コ ソテキ ス トの 中へ位 置づ けた 時、 小 国 とい う意 味合 い で しば しぼ 「辺地 粟散 」又 は 「粟

散辺 土」 とい う表 現 を 日本 の ことにあ ては めた ので あ る。更 に、辺 土 とい う観 念 は、 しば しば

末法 思想 と結 び付 け られ たの であ る。辺 土 に、 そ して末法 時代 に生 まれ る とい う、悪条 件 の重

な った境 遇 に あって は、解脱 へ の期待 も無 に等 しい。

一 方
、 日本 人 の 自分 の住 ん でい る小 国 に対 す る評 価 も時代 と共 に変 わ ってい く。 日本 は小国

な が ら神 仏 の加護 を受 け てい る国 であ る と し、そ の結 果、辺 地粟 散 ど ころ か、天竺(印 度)と

震旦(中 国)と 並 んで仏法三 国 に列 す る もの と見 な され るに至 った 。

専修 念 仏 を とな えた法然 等 と八 宗 の高僧 との葛藤 は、娑婆 と浄 土 に対 す る評 価 の差異 を反映

してい る よ うに思 われ る。専 修念 仏者 が 阿弥 陀 の浄 土 へ の往 生 へ全 て の期待 を寄 せ てい るの に

対 して、南 都仏 教 を代 表 す る高僧 貞 慶 は、 娑婆 又 は娑 婆 に近 い世 界 の価 値 も認 め た の で あ っ

た。従 って、 貞慶 は、 この穢 土 に その教 えを遺 して入滅 した釈迦 、又 はそ の仏 舎利 に対 す る信

仰 が厚 か った。更 に、 弥勒 及 び観 音 へ の帰依 も唱道 した ので あ る。 しか し、念 仏 を も っ とも強

烈 に否 定 し、 釈迦 に対 す る帰依 を も っ とも主 張 した のは、 日蓮 で あ る。 自分 を常行 菩薩 と同一

視 した 日蓮 は、 日本 こそ法華 経 の真理 を広 め るべ き恵 まれ た地 と見 な した ので ある。

様々な真理の再考

マ ヤ ・ ミ ル シ ン ス キ ー

要 旨=こ の論 文 は、一 般 に 「東 洋哲学 」 と呼 ばれ る分野 と、 未知 に接 近 す る際の比較 方 法論 の

適用 に関 す る批評研 究 で あ る。

侘 ・寂 や空 ・図の分析 を通 して(精 神 の地 図作成 と して)真 理 の様 々 な形態 、特 に、 日本 で

固有 に培 わ れた もの、 美 としての真理 を示 そ うと試 み た もので あ る。 合理 的議 論 その もの や、

日中の哲 学 の領域 を考 慮 した概念 が それ 自体 の不連 続性 を 自覚 しつ つ あ る ヨー ロッパ哲 学へ の

貴重 な課 題 として示 され てい る。

寂(日 本 一 中国 間 の伝統 で言 うところ のji一 寂)の 哲 学 的概 念 は、 中国 の 新儒 教 の初 期 か

ら、寂(ji)の 哲 学者周 敦 頤 によ る太 極 図の説 明 ま で遡 って、 侘 ・寂 の美学 の包含 に関連 す る

もので あ る。 空 の概 念 は、全 ての場所 の超 越 として紹介 され て い る。

この論 文 は、現代 の哲学者 像 の考察 一身近 な状況 を熟 慮 し、現在 の世界 の哲 学 の水 平線 に現

れ る無 数 の真 理 を解釈 し、 明 らか にす る ことで結末 を迎 える。

3つ の テ ーマ と2、3の 観 点
一日本近 ・現代文学史、文化史の書 き換 えのために一

鈴木貞美

要 旨:今 日の 日本文 化史 と文 学史 が直 面す る主 要 な三つ の テ ーマにつ い て提 言 す る。 これ らの

三 つの テ ーマ は、互 いに隣接 し、かつ 、今 日の世界 の情勢 と密接 な関 係 を もつ 。

1.日 本文 化 につ いて の研 究 の国際 化 のた めに は、20世 紀 の 日本 文 化 につ いて、 国際 関係 の

観点 、 と りわ け、 アジア侵略 に伴 う問 題 が ないが しろ に され て きた ことを率 直 に反省 し、全 面

的 に再 検 討す る ことが必 要 であ る。

2.科 学技術 の飛躍発 展 が、人 々 の生活様 式 を大 き く変 え、未来 へ の夢 を育 む一 方で 、恐 れ
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と懐疑 を生 んでい るが、 そ うした今 日の状 態 と よ く似 た状 況 を、 日本 の1910年 代 に見 いだす こ

とが出来 る。1910年 ごろか ら、 日本 の思想 や 芸術 にお いて、 ヨーロ ッパ の思想 か ら影響 を受 け

なが ら、"生 命 主義"が 横溢 した。 これ を"大 正生 命 主義"と 呼 ぶ。 これ を再 検 討 し、 そ の帰

趨 を追 うことが、今 日のわれ われ の思想状 況 を歴 史 的 に相対 化 す るため に必 要 で ある'。

19世紀 の明治 日本人 とオスマ ン ・トル コ人 の日常生活 の西洋文化 の

物 の使 い方

セ レ ッ ク ・エ ッセ ソ ベ ル

要 旨:19世 紀 の 日本 と トル コのエ リー ト層 は、 日常生 活 の中 で西洋 か らの輸 入文 化 と固有 の文

化 を結 びつ け、 折衷 的 な文 化 パ ター ンをつ く りだ して いた。 この論 文 で は、 西洋 にお ける近 代

的個人 の誕 生 を促 した 「文 明化 の過 程」(ノ ーバ ー ト ・エ リアス)を 枠組 み と して、両 国 の改

革派 エ リー ト層 の服装 、 家屋 、エ チ ケ シ トな どを比較 分析 す る。

近代 化以 前 に存在 していた 固有 の文化 パ ター ンや規 範 と西洋 文化 が重 ね合 わ され るこ とに よ

り、両 国 の 「個 人」 は、 西洋 とは異 なった 「文 明化 の過程 」 を経験 す る こ とにな る。 改革 と伝

統 のせめ ぎ合 いの 中でつ くりだ され た折 衷 的 シ ンボ リズ ムは、 政治 的 な色彩 を強 く帯 びた もの

で あ った。 エ リー トた ちは、 公的 な場 にお い て、西 洋 的な基準 か らして 「文 明 的」 な行動 と、

伝 統 的 な基 準 か ら して 「文明 的」 な行動 との緊 張 の中 で 自我 を維持 しな けれ ばな らなか った 。

しか し伝統(す なわ ち私 的生 活)と は近代(す なわ ち公 的生活)の 緊張 に対 す る情 的 な 「や す

らぎの場」 とす る定 説 は、19世 紀 の トル コ と 日本 には あて はま らな い。 エ リー トたちが やす ら

ぎを見 出 した私 的生 活 では、 西洋文 化 と固有 文 化 とが公 的生活 にお け るよ りも もっ と複雑 に ま

ざ りあ ってい たの であ る。

初婚過程の規定要因 兄弟姉妹構成の影響を中心に

小島 宏

要旨:本 研究は日本における兄弟姉妹数、出生順位、兄弟姉妹それぞれの有無の初婚過程に対

する影響を明らかにすることを目的とする。年齢各歳における3種 類の行動(見 合結婚、恋愛

結婚、未婚継続)に 対するそれらの影響について12の社会学的、人口学的、心理学的な仮説を

提示し、検討した。

P.Allisonの(多 項 ロジット・モデルを用いた)継 続時間事象史分析を、人口問題研究所に

よる1982年の全国(第8次)出 産力調査に基づ く18～34歳の未婚者と初婚者の統合データに適

用し、初婚のタイミングと配偶者選択法の両者(配 偶者選択法別初婚確率)に 対する兄弟姉妹

構成の影響を同時的に検討した。また、兄弟姉妹構成変数の間、それらと年齢の間、それらと

未婚時居住形態の間の交絡効果も同様に検討 された。分析の結果によれば、男女両方について

「親 コントロール仮説」と 「知り合い機会仮説」が支持され、女子について 「規範的順序仮説

が」支持されるようである。また、「世帯混雑仮説」や 「子供需要仮説」も部分的に支持され

るようである。
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